
     
 

 

古代の徳用クヤダ遺跡からは掘
ほっ

立柱
たてはしら

建物
たてもの

が複数棟見つかっ

ています（    囲部分）。建物群は遺跡の北東部に集中して

おり、建物の主軸
しゅじく

は全て南北方向を向いています。建物群から

約 200ｍ南下したあたりには古代
こ だ い

北陸
ほくろく

道
どう

が通っており、建物群が

公的な施設であった可能性が考えられます。 

～古代
こ だ い

～ 

 

 

 
 

白部分が調査範囲 

建物群と古代北陸道 

 

 

掘立柱建物 

約 200ｍ 

古代北陸道推定ライン 


